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江戸期から明治期にかけて、『青光塗（せいこうぬり）』と呼ばれる深緑色の漆器が製造さ
れていました。第１報では、黄色は石黄、青色は藍の華と呼ばれる藍建て時に発生する泡を漆
に混合することで着色できることが分かりました。しかし、石黄や藍の華は、入手の難しさか
ら実用的ではありません。そこで、石黄、藍の華の代替となる材料を選定し、現在入手可能な
材料を使用して青光塗のための深緑色の色漆の作製条件を調べました。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和６年度 試験研究概要

石黄の代替となる黄色顔料、藍の華の代替
となる藍について確認しました。漆に顔料を
混合し、色差計で色差ΔEを評価することで
青光塗の発色に近くなる重量の比率を検証し
ました。
また、耐候性試験機を用いて、青光塗の色

漆について、時間経過による色の変化を確認
しました。

青光塗に使用する顔料として、代用石黄と
黄色弁柄、沈殿藍が使用できることが分かり
ました。（図１）
漆と顔料、藍を混合し測色した結果、図２，

図３の黄色で示す混合比の色漆が青光塗の発
色に近くなることが分かりました。耐候性試
験の結果、赤丸で示した代用石黄を使用した
色漆、黄色弁柄を使用した色漆の混合条件で
青光塗の発色に近くなることが分かりました。
（表１，表２）

研究期間：令和5～7年度

工芸

０[ｈ] ９６[ｈ]

【代用石黄1：1】：【藍2：1】

５：１

【代用石黄1：1】：【藍3：1】

５：１

【代用石黄2：1】：【藍2：1】

５：１

【代用石黄3：1】：【藍3：1】

１０：１

3.77

4.47

ΔE
耐候性試験時間

顔料

3.80

6.49

０[ｈ] ９６[ｈ]

【黄色弁柄1：1】：【藍2：1】

５：１

【黄色弁柄1：1】：【藍3：1】

５：１

【黄色弁柄2：1】：【藍2：1】

５：１

【黄色弁柄3：1】：【藍3：1】

5：１

【黄色弁柄3：1】：【藍3：1】

１０：1

8.69

11.3

5.34

8.73

3.75

顔料
耐候性試験時間

ΔE

図2 代用石黄漆と藍漆の発色について

図3 黄色弁柄漆と藍漆の発色について

図1 青光塗の再現に使用する顔料と藍
（代用石黄、黄色弁柄、沈殿藍）

表1 代用石黄を使用した「青光塗」用漆の色変化

表2 黄色弁柄を使用した「青光塗」用漆の色変化
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